
4月8日、前川桜並木愛護会による“桜のつどい”

がおこなわれました。 

東一口の前川堤桜並木は「京都の自然200選」にも

選ばれており、愛護会のみなさんの手入れのおかげで、

今年も見事に開花しました。 

当日は天候にも恵まれ、満開の桜の下で多くの人

たちが楽しい一日を満喫されました。 

満開の桜を楽しむ 

生涯学習事業開講式など 
行政ニュース 

春の草花教室の参加者募集など 

小学校入学式など 
みんなの広場 
のってこバスの運行実績 
積極的にご利用ください 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（5） 
ふるさとの旅日記 
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   巡
回
バ
ス
の
東
ル
ー
ト
で
は
、
2
年
間
で
2
0
，

4
8
5
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
の
7
月
に
新
運
行
を
開
始
し
て
か
ら
は
、

平
均
で
１
か
月
あ
た
り
9
3
6
人
、
１
循
環
あ
た

り
3.4
人
の
利
用
が
あ
り
、
以
前
の
運
行
と
比
べ
１

か
月
あ
た
り
で
1.2 
倍
、
１
循
環
あ
た
り
で
は
横
ば

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
で
は
、
2
年
間
で
3
2
，
8
1
1
人

の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
運

行
を
開
始
し
て
か
ら
は
、
平
均
で
１
か
月
あ
た
り

2
，
0
9
4
人
、
１
便
あ
た
り
3.8
人
の
利
用
が
あ

り
、
以
前
の
運
行
と
比
べ
１
か
月
あ
た
り
で
2.2
倍
、

１
便
あ
た
り
で
1.1 
倍
に
利
用
が
増
え
、
運
行
内
容

を
改
善
し
た
効
果
が
大
き
く
表
れ
て
い
ま
す
。
 

  新
運
行
の
バ
ス
停
別
の
利
用
状
況
は
、
東
ル
ー

ト
で
は
、
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
の
利
用
が

全
体
の
30
㌫
を
占
め
て
最
も
多
く
、
次
に
利
用
が

多
い
「
久
御
山
町
役
場
前
」
が
15 
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

利
用
の
少
な
い
バ
ス
停
は
、
「
下
津
屋
南
」
が

0
・
１
㌫
と
最
も
少
な
く
、
バ
ス
停
が
住
宅
地
か

ら
距
離
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

西
ル
ー
ト
で
は
、
「
京
阪
淀
駅
」
の
利
用
が
42

㌫
と
最
も
多
く
、
次
に
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」

が
17 
㌫
、
「
北
川
顔
」
が
13 
㌫
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
上
位
3
つ
の
バ
ス
停
で
全
体
の
約
70
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
5
番
目
に
利
用
が
多
い
「
前
川
橋
」
は
、

昨
年
7
月
に
新
た
に
設
置
し
た
バ
ス
停
で
、
新
運

行
開
始
か
ら
9
か
月
を
経
て
、
地
域
の
な
か
に
根

づ
い
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
で
利
用
の
少
な
い
バ
ス
停
は
、
「
鈴

間
」
が
0
㌫
で
調
査
期
間
中
（
各
月
１
週
間
）
に

利
用
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
は
続
く「
相

島
北
」
と
同
様
に
１
日
の
運
行
便
数
が
2
便
し
か

な
い
た
め
、
利
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

寄せられたたくさんのご意見をもとに、
運行内容を見直し、より利便性の高いバ
スとして、新運行を開始しました。 
今号では、新運行の利用状況を中心に、
運行開始から2年間の巡回バスの実績に
ついて、お知らせします。 

西
ル
ー
ト
で
は
 

平
均
2
倍
の
利
用
 

バ
ス
停
別
の
利
用
状
況 

1200 
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0

人 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

17年度 
新運行開始 

16年度　試乗券 
無料運行　323

16年度 
ふるさとフェア 

16年度 
17年度 

巡回バス（東ルート）運行実績 
　平成16年度　計9,616人　平成17年度　計10,869人 

※旧運行は平成16年4月～平成17年6月の実績 
　新運行は平成17年7月～平成18年3月の実績 

巡回バスの運行実績（旧運行･新運行別） 

計 

旧　運　行  

月平均乗客数 

便平均乗客数 

新　運　行  

月平均乗客数 

便平均乗客数 

12,057人 

804人 

3.3人/循環 

8,428人 

936人 

3.4人/循環 

13,967人 

931人 

3.4人/便 

18,844人 

2,094人 

3.8人/便 

26,024人 

1,735人 

 

27,272人 

3,030人 

東ルート 西ルート 

利用の多いバス停（新運行)

第1位 

第2位 

第3位 

第4位 

第5位 

ジャスコ久御山店前 

久御山町役場前 

中央公園・荒見苑前 
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京阪淀駅 

ジャスコ久御山店前 

北川顔 

坊ノ池 

前川橋 

東ルート 西ルート 

利用の少ないバス停（新運行)

鈴　間 

相島北 

東一口西 

第1位 

第2位 

第3位 

下津屋南 

新タマキ 

島田ＮＴＴ北 

東ルート 西ルート 

1,003

783749
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1,001
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1,0951,087

769738

846834
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809
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東
ル
ー
ト
で
は
、
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」

午
後
0
時
10 
分
発
の
便
の
利
用
が
全
体
の
18 
㌫
を

占
め
て
最
も
多
く
、
昼
間
時
間
帯
を
中
心
と
し
た

利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
の
京
阪
淀
駅
行
で
は
、
「
市
田
」
午

前
6
時
50
分
発
の
便
の
利
用
が
20
㌫
と
最
も
多
く
、

朝
・
夕
の
時
間
帯
を
中
心
と
し
た
利
用
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
西
ル
ー
ト
の
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
方

面
行
で
は
、
「
京
阪
淀
駅
」
午
前
7
時
45
分
発
の

便
の
利
用
が
17 
㌫
と
最
も
多
く
、
朝
の
時
間
帯
を

中
心
と
し
た
利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

西
ル
ー
ト
の
利
用
は
、
朝
・
夕
の
時
間
帯
の
通

勤
・
通
学
利
用
を
中
心
に
、
昼
間
時
間
帯
に
も
広

が
っ
て
お
り
、
巡
回
バ
ス
が
地
域
の
生
活
の
な
か

に
溶
け
込
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

昨
年
7
月
の
巡
回
バ
ス
新
運
行
開
始
に
あ
わ
せ

て
、
１
，
2
0
0
円
分
の
利
用
が
で
き
る
巡
回
バ

ス
専
用
回
数
券
を
１
，
0
0
0
円
で
巡
回
バ
ス
の

車
内
や
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
役
場
都
市
計
画
課
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
 

販
売
開
始
以
来
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

3
月
末
ま
で
の
9
か
月
間
で
9
5
6
組
を
売
り
上

げ
ま
し
た
。
 

日
々
の
巡
回
バ
ス
の
ご
利
用
や
グ
ル
ー
プ
で
の

巡
回
バ
ス
ご
利
用
の
際
に
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の

景
品
と
し
て
、
巡
回
バ
ス
の
専
用
回
数
券
を
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
 

  巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
利
用
者

の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
便
利
に
巡
回
バ
ス
を
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
た
、
住
民
の
み
な
さ
ん

や
町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
み
な
さ
ん
に
巡
回
バ

ス
に
慣
れ
親
し
ん
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
巡
回
バ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
巡
回
バ
ス
の
車
内
や
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
役
場
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
取
り
い
た
だ
き
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

           町
で
は
、
今
年
度
を
巡
回
バ
ス
事
業
の
総
括
の

年
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

運
行
開
始
か
ら
3
年
間
の
巡
回
バ
ス
の
運
行
実

績
を
分
析
し
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ

ま
え
、
来
年
度
に
向
け
て
、
路
線
バ
ス
と
相
ま
っ

て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
効
率
的
な
公
共
交
通
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
、
今
後
、
現
在
運
行
し
て
い
る
巡

回
バ
ス
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

町では、バス交通を生かしたより便利
なまちづくりをめざして、交通不便地域
の解消と公共施設への足の確保を目的に、
平成16年4月からのってこバス（巡回
バス）を東西2ルートで運行しています。 
昨年の7月には、住民のみなさんから

便
別
の
利
用
状
況 

回
数
券
を
販
売
し
て
い
ま
す 

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い 

時
刻
表
を
作
成
し
ま
し
た 
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17年度 
新運行開始 

16年度　試乗券 
無料運行　413

16年度 
ふるさとフェア 

16年度 
17年度 

巡回バス（西ルート）運行実績 
　平成16年度　計11,112人　平成17年度　計21,699人 

▼利用の多いバス便（新運行)

東ルート 
西ルート 

ジャスコ発　ジャスコ着 

12:10～13:12 

ジャスコ発　ジャスコ着 

15:55～16:57 

ジャスコ発　ジャスコ着 

13:25～14:27

京阪淀駅行 

市田発　京阪淀駅着 

 6:50～ 7:18 

ジャスコ発　京阪淀駅着 

 9:35～10:06 

ジャスコ発　京阪淀駅着 

17:30～18:01

ジャスコ久御山店前方面行 

京阪淀駅発　ジャスコ着 

7:45～8:10 

京阪淀駅発　ジャスコ着 

12:46～13:17 

京阪淀駅発　ジャスコ着 

11:31～12:02

第1位 

 

第2位 

 

第3位 
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1,906

2,308
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町
（
府
）
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
目
ご
と
に
、
「
納
税
通
知

書
」
と
「
納
付
書
」
は
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
 

納
期
月
を
確
認
し
て
、
上
記
の
取
扱
金
融
機
関

ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

5
月
に
全
期
分
（
１
〜
4
期
分
）
の
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。
 

◆
町
（
府
）
民
税
 

6
月
に
全
期
分
（
１
〜
4
期
分
）
の
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。
 

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

6
月
に
全
期
分
（
１
〜
10 
期
分
）
の
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。
 

◆
軽
自
動
車
税
 

5
月
に
１
台
ご
と
に
納
付
書
を
作
成
し
、
所
有

者
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
 

※
税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

 

　
京
都
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
・
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀
行
・
関
西
ア

ー
バ
ン
銀
行
・
南
都
銀
行
・
京
都
信
用
金
庫
・
京

都
中
央
信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組

合（
各
本
店
・
支
店
）・
近
畿
2
府
4
県
の
郵
便
局
 

   町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
ご
と
に
納
税
通
知
書
と
納
付
書
を
お
送
り
し
、

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
等
に
出
向
い
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
「
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
金
融
機
関

に
行
く
ひ
ま
が
な
い
」
「
税
に
よ
っ
て
納
期
が
異

な
る
の
で
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
」
な

ど
と
い
う
人
に
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
税
金
は
、
町
（
府
）

民
税
と
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
 

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

  口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
取
引
の
あ
る
金
融
機

関
等
（
取
扱
金
融
機
関
等
）
へ
、
口
座
振
替
納
付

依
頼
書
と
預
貯
金
通
帳
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

納
付
依
頼
書
は
、
納
付
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す

が
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。
 

口
座
振
替
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申
し
込
む
と
、
翌
年

度
か
ら
も
継
続
し
て
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
の
で
、

毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人
に
は
、

各
税
の
最
終
納
期
の
翌
月
に
「
領
収
済
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
 

も
し
、
残
高
不
足
な
ど
の
た
め
に
引
き
落
と
せ

な
か
っ
た
と
き
は
、
改
め
て
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

平
成
18 
年
度
の
町
税
の
納
期
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
 

納
期
内
に
税
金
を
納
め
な
い
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

口座振替制度のしくみ  

納 付 書  
取扱金融機関等 役　場 

納税者 納税通知書 

振替納税 

申
し
込
み
 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

（第1期） 
（全　期） 
（第1期） 
（第1期） 
（第2期） 
（第2期） 
（第2期） 
（第3期） 
（第3期） 
（第4期） 
（第3期） 
（第5期） 
（第4期） 
（第6期） 
（第4期） 
（第7期） 

町税納期一覧表 

 

※引き落としは、各納期の最終日となります。 

納期月 税　　目 ・ 期　　別 
 

国　民　健　康　保　険　税　 
 
国　民　健　康　保　険　税 
 
国　民　健　康　保　険　税 

（第 8期） 
 
（第 9期） 
 
（第10期） 

固定資産税・都市計画税  
軽　　自　　動　　車　　税 
町 （府） 民 税 
国　民　健　康　保　険　税 
固定資産税・都市計画税  
国　民　健　康　保　険　税 
町 （府） 民 税 
国　民　健　康　保　険　税 
町 （府） 民 税 
国　民　健　康　保　険　税 
固定資産税・都市計画税  
国　民　健　康　保　険　税 
町 （府） 民 税 
国　民　健　康　保　険　税 
固定資産税・都市計画税  
国　民　健　康　保　険　税 

税
金
は
納
期
内
に
 

　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う
 

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
 

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
 

納
税
通
知
書
と
納
付
書
は
 

ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
 

取
扱
金
融
機
関
 

手
続
き
の
方
法
は
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▼
小
学
4
年
生
に
な
っ
た
児
童
（
平
成
8
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保

護
者
 

こ
れ
ま
で
、
該
当
児
童
に
か
か
る
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
保
護
者
は
、
町
で
継
続
の
手
続
き

を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
申
請
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

▼
小
学
5
・
6
年
生
に
な
っ
た
児
童
（
平
成
6
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
１
日
生
ま
れ
）

の
保
護
者
 

小
学
5
・
6
年
生
に
な
っ
た
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。
 

現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護

者
は
認
定
請
求
書
、
ま
た
、
現
在
す
で
に
児
童
手

当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護
者
は
額
改
定
請
求

書
を
社
会
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

町
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
請
求
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。
 

ま
た
、
町
外
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童

に
は
、
直
接
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。
 

 

  今
回
、
対
象
年
齢
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
所
得

制
限
が
左
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
保
護
者
は
、
新
た
に
児
童
手
当
を

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
必
ず
社
会
福
祉
課
へ
認
定
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の

人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当

を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護
者
は
、
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

改
正
に
と
も
な
う
新
規
請
求
等
は
、
9
月
29
日

ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
4

月
１
日
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
給
付
さ
れ
ま
す
が
、
2
月
期
払
い
と
な

り
ま
す
。
 

提
出
期
限
／
5
月
12 
日
f
 

必
要
書
類
／
申
請
者
が
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合

は
、
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証

の
写
し
（
余
白
部
分
に
勤
務
先
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）
。
認
定
請
求
書
を
提
出
さ
れ
た

人
で
、
平
成
17 
年
１
月
2
日
以
後
に
久
御
山

町
へ
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
区

町
村
発
行
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

平
成
18 
年
4
月
か
ら
支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
3
年
生
（
9
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
6
年
生
（
12 
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

現在、町には195人の消防団員がおられま
す。そのうち10人は女性消防団員です。 
消防団は、「自分たちの地域は自分たちで

守る」との基本理念に基づき、災害時には火
災の消火活動や飛火の警戒、避難誘導等、さ
らに水防活動などをおこない、そのほかの災
害においても、被害の軽減のために活動して
います。 
平常時には、火災予防の広報活動や女性消

防団による防火訪問、災害に備えての警戒パ
トロール、消防ポンプの点検などをおこなう
とともに、安全で迅速な活動ができるよう各
種の訓練も実施しています。 
住民のみなさんの生命と財産を守る消防団

の活動にご理解と、入団についてご協力をお
願いします。 
問い合わせ／消防本部 

　
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
 

　
認
定
請
求
の
 

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す
 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

平成18年度所得制限限度額表 

 扶養親族 
等の数 
 

自営業者等 会社員等 
国民年金 
加入者 
 

(  (  
厚生年金等 
加入者 
 

(  (  

児
童
手
当
制
度
が 

拡
大
さ
れ
ま
し
た 

宮　川　　繁　美 

久　乗　　清　和 

芳　川　　　　亨 

田　村　　　　学 

信　貴　　喜　裕 

東　　　　日出則 

藤　村　　哲　史 

山　岡　　　　　浩 

神　村　　康　生 

北　村　　憲　二 

辻　　　　　智　司 

中　村　　光　男 

田　口　　浩　嗣 

村　田　　和　弘 

小　西　　　　　　剛 

上　田　　哲　也 

岸　　　　泰　史 

清　水　　直　行 

吉　田　　　　誠 

黒　澤　　温　子 

団　長 

 
副団長

 

分団長 

副分団長 
 

第1部長［佐古地域］ 

第2部長［市田地域］ 

第3部長［佐山地域］ 

第4部長［栄地域］ 

第5部長［林地域］ 

分団長 

副分団長 
 

第1部長［北川顔・藤和田地域］ 

第2部長［坊之池・野村地域］ 

第3部長［東一口・西一口地域］ 

第4部長［相島・中島・森地域］ 

第5部長［田井・下津屋・島田地域］ 

女性消防団部長 

平成18年度町消防団役員 

第
　
1
　
分
　
団
 

第
　
2
　
分
　
団
 

＝敬称略＝ 

子育て支援子育て支援
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4月7日、町内の3小学校で入学式がおこなわれ、御牧

小39人、佐山小47人、東角小78人の合計164人の新一

年生が、入学式にあわせて咲き誇った満開の桜のなか、小

学校生活の第１歩を踏み出しました。 

午前9時半から始まった式典では、先生や在校生のお兄

さん、お姉さんに迎えられて、少し緊張した表情で入場。

担任の先生から一人ひとり名前を呼ばれると、元気よく大

きな声で「はい」と、返事をしていました。 

佐山小学校では、河村校長が「朝一人で起きられる子に

なりましょう」「自分のことは自分でしましょう」「通学

のとき、車に十分注意しましょう」「元気よくあいさつを

しましょう」と話され、新入生は大きくうなずいていまし

た。 

式典の後、教室に入った新入生は、新しい教科書を手に

これから始まる小学校生活への期待に胸をふくらませ、瞳

を輝かせていました。 

町内3小学校 

期待を胸に164人が入学 

小学校入学式 

●御牧小学校● 

●御牧小学校● 

●東角小学校● 

●佐山小学校● 

●東角小学校● 

●佐山小学校● 

6
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みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

京都府知事選挙啓発 
（4月1日・ジャスコ久御山店前） 

いきいきスポーツ広場（4月1日・総合体育館） 



4月7日、いきいきサロンが久御山団地集会所で開かれ

ました。 

この事業は、町の委託を受けて社会福祉協議会がおこな

っているもので、福祉協力員、民生児童委員さんらの協力

のもと、65歳以上の高齢者が地域でいつまでも元気でい

きいきと生活を送れるように開かれています。血圧測定な

どの健康相談のあと、軽い体操で体を動かしたり、ゲームな

どでなごやかな雰囲気のなか、楽しい時間を過ごしました。 

新しい歴史に向かって走ろう久御山町町民運動推進協議

会と歩こう会の共催で4月8日、ウォークラリーがおこな

われました。 

ウォークラリーは、環境美化や健康づくりの普及、啓発

を目的に毎年春と秋におこなわれています。 

この日は、約50人が参加し、光福寺（藤和田）や巨椋

池排水機場を経て、満開の前川堤桜並木（東一口）をめざ

して歩きました。 

3月15日から4月14日までの受付分（敬称略） 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

中
野
　
智
公
 

　
林
 

中
野
　
美
佳
 

基
生
・
和
子
 

　
誠
・
津
矢
 

泰
之
・
　
好
 

正
明
・
真
千
子
 

誠
一
・
陽
子
 

博
史
・
三
穂
 

晃
一
・
幹
子
 

竜
也
・
好
子
 

正
敏
・
直
子
 

藤
和
田
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
林
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

　
〃
 

　
栄
 

　
〃
 

大
森
　
琉
功
 

片
田
　
帆
風
 

福
田
　
陽
愛
 

松
田
　
真
心
 

北
脇
　
　
陸
 

谷
口
　
大
翔
 

德
田
　
駿
馬
 

竹
内
　
聡
太
 

夛
田
　
純
平
 

　り
　
く
 

ほ
の
　か
 

　ひ
　な
り
 

　ま
　い
ん
 

　
　
り
く
 

は
る
　と
 

し
ゅ
ん
ま
 

そ
う
　た
 

じ
ゅ
ん
ぺ
い
 

 

末廣　心晴ちゃん 
すえひろ　　　こ　はる 

手足をパタパタ元気いっぱいの心晴 

このまま健康に育ってね。 

佐山　父　健志さん　母　由貴子さんの

長女（平成17年10月18日生） 

光福寺（藤和田）ほか 久御山団地集会所 

ウォークラリー 

健康づくりに50人が参加 心豊かな生活を 

いきいきサロン 

体をやわらかくしてリラックス 光福寺で花まつりのお参りをする参加者 
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淀苗の出荷作業 
（4月13日・藤和田井上さんのハウス） 

狂犬病予防注射（4月18日・松陽台集会所前） 

パソコン教室デ
ジカメ入門 

（4月13日・ゆう
ホール） 



中央公民館ホール 

日時／5月30日（火） 
　　午後1時45分 
　　　～3時45分 
場所／中央公民館ホール 
問い合わせ／社会教育課 

町教育委員会では、本年度も生涯学習社会の実
現に向けて、住民のみなさんの学習意欲にこたえ
る各種の事業をおこないます。 
ゆうホールや中央公民館で開かれる教室・講座
などの事業も含めて生涯学習事業開講式を開きま
す。各種講座・教室などの受講生はもとより、どな
たでも無料で参加できます。多数お越しください。 

内容／講演 
　講師 
　　落語家　月亭遊方さん 
　演題 
　　「日常の笑いの活用法」 

5月30日（火） 

月亭遊方さん 

つきていゆうほう 

京
都
府
知
事
選
挙
の
結
果
 

投票率は39.32㌫ 

京都府知事選挙候補者別得票数 

山田啓二　3,954票 

衣笠洋子　1,305票 
（届出順、敬称略） 

4
月
9
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
京
都
府

知
事
選
挙
の
久
御
山
町
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。
 

当
日
の
有
権
者
数
は
１
3
，
4
9
9

人
、
投
票
率
は
3
9
・
3
2
㌫
で
、
前

回
（
平
成
14 
年
）
と
比
べ
１
0
・
3
7

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
京
都
府
全
体
の
投
票
率
は
3
 

8
・
4
4
㌫
と
な
り
、
町
の
投
票
率
は

0
・
8
8
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
 

投票者数 当日有権者数 投 票 率  

男 

女 

計 

６，６５７人 

６，８４２人 

１３，４９９人 

男 

女 

計 

２，５０６人 

２，８０２人 

５，３０８人 

男 

女 

計 

３７．６４％ 

４０．９５％ 

３９．３２％ 

～生涯にわたりスポーツに親しみましょう～ 

スポーツフェスティバルに向けていきいきスポーツ広場を開きます 
日時／5月20日g　 午後7時～　場所／総合体育館 
※申し込みはいりません。多数お越しください。 
 

1チーム3人で、升目を書いたブルーシート
に先攻・後攻の順に交互に一人4個の砂袋を投げ、
縦、横、斜めのいずれかに5個砂袋が並んだチ
ームがビンゴとなり、そのセットの勝ちになり
ます。 

バドミントンと比べてラケットが短く、スポ
ンジボールにバドミントンの羽根をつけてスピ
ードが抑えられ、コート内に3人のため、初め
ての人でも容易にボールを打つことができラリ
ーが続きます。 

小さなビュット（目標球）に、金属製（室内
の場合はゴム製）のボールを投げ合い、より近
づけることによって得点を競うゲームです。ボ
ールの投げ方には、最初からゴロで転がしたり、
空中に高く投げ上げたりする方法があります。 

軽くてやわらかいボールを6人制、9人制バ
レーボールのルールに準じて、ネットごしに打
ちあうゲームです。 

住民のみなさんが、それぞれの体力や年齢、技
術、興味、関心に応じて、いつでも、どこでも、
いつまでもスポーツに親しむことができる生涯ス
ポーツ社会の実現をめざして、ニュースポーツを
楽しみながら、健康な“からだ”をつくるために、
スポーツフェスティバルを開きます。 
日時／7月8日g　午前9時30分～正午 

場所／総合体育館　メインアリーナ 
対象／町内在住・在勤の人 
種目／スローイングビンゴ・ペタンク・ファミリー

バドミントン・ソフトバレーボールなど 
その他／申し込み方法など、詳しくは、広報くみや

ま6月1日号でお知らせします。 
問い合わせ／社会教育課 

第9回 久御山町スポーツフェスティバル 
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  住
民
票
等
自
動
交
付
機
が
な
く
な
っ
た
ら
、
住

民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
は
ど
こ
で
申
請
す
る
ん

で
す
か
 

  役
場
1
階
の
住
民
課
窓
口
と
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
休
館
日
は
、

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）

と
12 
月
28
日
か
ら
翌
年
の
１
月
4
日
ま
で
の
間
で

す
。
 

   現
在
、
持
っ
て
い
る
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
や
住
民

カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
か
 

  印
鑑
登
録
カ
ー
ド
は
、
引
き
続
き
窓
口
で
使
用

で
き
ま
す
が
、
住
民
カ
ー
ド
は
自
動
交
付
機
専
用

で
す
の
で
、
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
 

現
在
お
持
ち
の
住
民
カ
ー
ド
は
来
庁
さ
れ
た
と

き
に
住
民
課
窓
口
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

昨
年
3
月
に
法
令
が
改
正
さ
れ
、
今
年
4

月
１
日
か
ら
救
急
救
命
士
が
、
薬
剤
投
与
実

施
の
た
め
の
講
習
お
よ
び
実
習
を
終
了
し
認

定
を
受
け
た
場
合
、
薬
剤（
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
）

を
投
与
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
消
防
本
部
で
は
、
森
保
彦
救
急
救
命
士

を
薬
剤
投
与
講
習
（
京
都
市
救
急
教
育
訓
練

セ
ン
タ
ー
）
、
薬
剤
投
与
実
習
（
宇
治
市
内

の
病
院
）
に
派
遣
し
、
3
月
7
日
付
け
で
京

都
府
高
度
救
急
業
務
推
進
協
議
会
か
ら
薬
剤

投
与
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
救
急
現
場
で
心
臓
機
能
停

止
状
態
の
傷
病
者
に
薬
剤
を
投
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
今
後
も
救
急
体
制
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

      ※
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
（
英
名
：
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、

米
名
：
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
）
は
、
副
腎
髄
質

か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
神
経
節

や
脳
神
経
系
の
神
経
伝
達
物
質
で
す
。
ス

ト
レ
ス
反
応
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

血
中
に
放
出
さ
れ
る
と
心
拍
数
や
血
圧
を

上
げ
、
ど
う
孔
を
開
い
て
血
糖
値
を
上
げ

る
作
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

薬
剤
投
与
が
で
き
る
 

救
急
救
命
士
が
誕
生
 

▲印鑑登録カード 

▲住民カード 

住
民
票
な
ど
の
申
請
は
 

ど
こ
で
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
 

印
鑑
登
録
カ
ー
ド
や
住
民
カ
ー
ド
は
 

ど
う
な
る
ん
で
す
か
 

役
場
と
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
申
請
で
き
ま
す
 

住
民
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
 

住
民
票
等
自
動
交
付
機
を
廃
止
 

役
場
庁
舎
と
総
合
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
住
民
票
等
自
動
交
付
機
は
、

行
政
改
革
の
推
進
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
っ
て
、
6
月
末
日
で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

今
号
で
は
、
住
民
票
等
自
動
交
付
機
廃
止
後
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証

明
書
の
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

森 
交差点 

国
道
１
号
 

第
二
京
阪
 

国
道
２４
号
 

至
大
久
保
 

総合体育館 

町民プール 
久御山 
高校 

佐山 
幼稚園 

佐山小学校 

久御山 
配水場 

府道宇治・淀線 

府道八幡・宇治線 

京滋バイパス 

ふれあい交流館 
ゆうホール 

久
御
山
町
役
場
 

※
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  う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
で
、
い
つ
も
荒
見
苑
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
机
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
高
齢
で
あ
る
た
め
重
い
机
の
出
し

入
れ
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
机
を
軽
量
化
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  荒
見
苑
は
、
昭
和
58
年
に
元
気
な
高
齢
者
の
拠

点
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
高
齢
者
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
荒
見
苑
サ
ー
ク
ル

に
は
、
12 
サ
ー
ク
ル
3
0
0
人
を
超
え
る
会
員
が

お
ら
れ
ま
す
。
 

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
机
の
軽
量
化
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
約
50
あ
る
机
を
新
た
に
買
い
替

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
今
後
、
机
が
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
、
買
い
替
え
す
る
と
き
に
は
、
十
分
考
慮

し
購
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
【
長
寿
健
康
課
】
 

   敬
老
祝
い
金
を
廃
止
す
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
お
年
寄
り
は
か
な
り
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
制
度
で
す
。
そ
れ
な
り
に
有
効
に
使
い
道
が
あ

っ
て
喜
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
他
の
市
町
村
の
人

か
ら
は
「
久
御
山
は
い
い
ね
」
と
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
に
楽
し
み
を
残
し
て

あ
げ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
北
川
顔
・
男
性
） 

  町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
人
に
１
万
円
を
支
給

す
る
敬
老
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

村
が
廃
止
ま
た
は
縮
小
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
高
齢
者
に

敬
意
を
表
す
る
意
味
で
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

近
年
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
支
給
総
額

は
増
加
し
、
さ
ら
に
今
年
度
は
約
2
0
0
人
の
人

が
70
歳
に
到
達
さ
れ
、
ま
す
ま
す
増
え
る
見
込
み

で
す
。
 

今
後
も
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
同
じ
方
法
で
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
難
し
く
な
り
ま
す
。
平
成
18 
年
度
は
現

行
ど
お
り
お
こ
な
い
ま
す
が
、
今
後
は
事
業
を
継

続
す
る
方
法
や
他
の
効
果
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策

の
充
実
を
検
討
し
ま
す
。
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

          エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

「佐山小学校東」バス停は、「のってこバス（巡回バス）」
の運行開始当初、佐古の共同洗い場の前に「内屋敷」バス
停として停留所を設けていましたが、昨年7月の巡回バス
運行内容改善のときに、近くに佐山小学校があることから、
名称を「佐山小学校東」に改めました。このバス停の利用
は少ないですが、周辺には、佐山小学校のほか、佐山保育
所や佐山幼稚園、内屋敷公園などがありますので、これら
の施設へお越しのときは、当バス停をご利用ください。 
昨年12月には、佐山小学校の5年生が環境面からのって
こバスを学習する授業の一つとして、このバス停から「巡
回バス乗車体験」をおこないました。 
また、3月には、学習のまとめとして、環境にやさしい
乗り物である、のってこバスの利用を促進するために「バ
ス停に花のプランターを置いて、のってこバスの利用を啓
発する標語を貼ろう」と町に提案があり、まず、「佐山小
学校東」バス停にプランターを設置し、バス停標柱に標語
を掲出したところです。 
問い合わせ／都市計画課 

町内の「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリー
ズで紹介しています。 
各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが

使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
今回は「佐山小学校東」バス停です。 

プランターと標語がある「佐山小学校東」バス停 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
荒
見
苑
の
机
を
 

軽
量
化
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
敬
老
祝
い
金
を
残
し
て
く
だ
さ
い
 

A
買
い
替
え
時
に
考
慮
し
ま
す
 

A
継
続
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
す
 

バス停シリーズ 

「佐山小学校東」 11

は 
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消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、
昭
和
43
年
5
月

に
消
費
者
保
護
基
本
法
（
現
在
の
「
消
費
者
基
本

法
」
平
成
16 
年
6
月
2
日
施
行
）
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
53
年
に
5
月
30
日
が
「
消

費
者
の
日
」
と
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
20
周
年
に
あ

た
る
昭
和
63
年
に
は
、
5
月
が
「
消
費
者
月
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
消
費
者
月
間
に
は
毎
年
テ
ー
マ
が
決
め
ら

れ
、
今
年
は
「
知
恵
と
勇
気
で
消
費
者
被
害
を
防

ご
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
消
費
者
月
間
の
取
り
組
み

が
全
国
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

近
年
、
消
費
者
問
題
は
、
ま
す
ま
す
多
様
か
つ

複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
品
を
は
じ
め

と
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
に
関
す
る
問

題
の
ほ
か
、
取
引
の
面
で
も
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ

た
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
・
不
当
請
求
、
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に

か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
新

た
な
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

       こ
う
し
た
な
か
で
、
消
費
者
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費

者
の
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
り
、
そ
の
拡
大
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成
17 
年
4
月
に
個

人
情
報
保
護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
消
費

者
を
守
る
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
消
費

者
自
身
も
知
恵
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
納
得

で
き
な
い
こ
と
は
勇
気
を
も
っ
て
断
る
と
い
っ
た

行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

こ
の
消
費
者
月
間
を
通
し
て
、
暮
ら
し
の
問
題

に
関
心
を
持
ち
、
消
費
生
活
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
情
報
を
得
て
、
賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
産
業

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
「
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
」
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2
 

相
談
日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後

4
時
 

砂
浜
よ
り
も
磯
辺
、
内
陸
部
の
河
川
や
湖

沼
な
ど
で
、
流
木
や
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し
て

ご
つ
ご
つ
し
た
磯
の
よ
う
な
所
で
見
か
け
る

の
で
イ
ソ
シ
ギ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

多
く
の
シ
ギ
類
は
旅
鳥
で
す
が
、
イ
ソ
シ

ギ
は
冬
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
渡
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
東
北
地
方
以
北
で
繁
殖
す
る

漂
鳥
で
す
。
 

大
き
さ
は
約
20
㌢
で
古
川
や
休
耕
田
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浅
い
水
辺
を
腰
を
上

下
に
振
り
な
が
ら
歩
き
、
飛
び
か
う
ユ
ス
リ

カ
や
石
の
間
に
く
ち
ば
し
を
入
れ
て
、
ト
ビ

ケ
ラ
類
の
水
生
昆
虫
の
幼
虫
を
取
り
出
し
て

食
べ
ま
す
。
鳴
き
声
は
「
ピ
ー
イ
」
「
ピ
ュ

ピ
ュ
ピ
ィ
」
と
鳴
き
ま
す
。
 

雌
雄
同
色
で
夏
羽
と
冬
羽
に
は
目
立
っ
た

差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顔
は
淡
褐
色
で
、
褐

色
の
過
眼
線
と
白
い
眉
班
が
あ
り
、
白
い
ア

イ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
上
面
は
暗
緑
褐
色

で
、
体
下
面
は
白
く
、
白
色
は
胸
側
部
分
に

入
り
込
ん
で
い
て
、
他
の
シ
ギ
類
と
の
識
別

に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
飛
翔
時
に
白
色
の

翼
帯
が
目
立
ち
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
高齢者の交通事故死傷者数は、歩行中に交通

事故で死傷した人のおよそ5分の1で、運転中
や自転車乗車中よりも少ないのですが、死者に
限ってみると、そのおよそ半分が「歩行中」と
いう状況にあります。 
高齢者の歩行者事故の7割以上は自宅から1

㌔以内の身近な道路で発生しています。自宅か
ら1㌔以内の道路は、住宅地域などのいわゆる
生活道路で、いつも通り慣れており、交通量も
少ないというのが大半だと思いますが、そんな
道路こそが、歩行者事故が多発している危険な
道路です。 
たまにしか行かない街の中心部の交通量が多

い道路では、車に十分気をつけて歩くと思いま
すが、自宅周辺の通り慣れている道路で、交通
量が少ない道路を歩くときは「車に十分気をつ
けなければ危険だ」という意識はあまりもって
いないのではないでしょうか。 
もし、そうだとすれば、それが最も危険だと

いうことです。自宅周辺の身近な道路は、いつ
も通り慣れていて、その交通状況なども熟知し
ているだけに、いわば「わが家の庭」にいるよ
うな感覚に陥り、警戒心ももたず気ままに通行
してしまうという「油断行動」が生じやすい危
険な道路なのです。 
普段から交通量の少ない道路であればあるほ

ど、そうした「油断行動」が生じやすい危険な
道路であることをしっかり認識し直し、警戒心
を高めることが大切です。 
問い合わせ／監理課 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.2

歩行者事故を防止しよう 

イ
ソ
シ
ギ 

（
チ
ド
リ
目
シ
ギ
科
） 

91

5月は「消費者月間」です 

35

－通り慣れた道路こそ危険です　－ 
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作り方 

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
27
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

★
わ
が
ま
ま
な
 

お
に
わ
 

（
メ
グ
ホ
ソ
キ
絵
） 

　
モ
リ
ン
さ
ん
の
お
店
に
あ
る
〝
葉
っ

ぱ
の
花
束
〞
こ
の
花
束
を
も
ら
っ
た
人
は
、

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
と

い
う
う
わ
さ
で
す
。
 

★
昔
の
子
ど
も
の
く
ら
し
事
典
 

（
本
間
昇
監
修
） 

　
昭
和
30
〜
40
年
代
を
中
心
に
子
ど
も

た
ち
が
ど
の
よ
う
な
く
ら
し
を
し
て
い

た
か
を
紹
介
し
ま
す
。
な
つ
か
し
く
感

じ
る
世
代
と
今
の
子
ど
も
た
ち
に
。
 

★
40
　
翼
ふ
た
た
び
 （

石
田
衣
良
著
） 

　
人
生
の
半
分
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
も
、
い
い
ほ
う
の
半
分
が
…
。
40
歳
、

立
ち
止
ま
り
、
そ
し
て
再
び
歩
み
だ
す
。
 

★
沖
で
待
つ
 

（
絲
山
秋
子
著
） 

　
同
期
入
社
、
仕
事
を
通
し
て
信
頼
し

合
っ
た
男
女
の
友
情
を
描
く
。
第
１

3
4
回
芥
川
賞
受
賞
作
 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。
 

朝
日
新
聞
社
発
行
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
か
ら
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
活
動
内
容
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
に
入
る
方
法

ま
で
を
く
わ
し
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
」（
児
童
書
） 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
て
体
験
」（
児
童
書
）
 

全
国
児
童
館
連
合
会
監
修
 

　
点
訳
や
手
話
、
空
カ
ン
工
作
な
ど
、
児
童
館
で
の
遊
び
を
取
り
入

れ
た
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
紹
介
 

安
藤
雄
太
監
修
 

　
年
々
活
動
分
野
に
広
が
り
を
見
せ
、
社
会
を
支
え
る
大
切
な
存
在

と
な
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
本
書
は
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
る

人
の
事
例
を
数
多
く
紹
介
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
」
 

同
友
館
発
行
 

　
身
近
な
こ
と
か
ら
国
際
的
な
領
域
ま
で
、
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
情
報
を
「
女
性
編
」
「
シ
ニ
ア
編
」
「
中
学
生
・
高
校
生
編
」

の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
（
全
3
巻
）
」
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
b
・
8
日
b
・
15
日
b
・
22
日
b
 

29
日
b
・
31
日
d
 

 

 
①　クラッカーを厚手のビニール袋に
入れ、すりこぎで細かく砕きます。 

②　バターは電子レンジで30秒加熱
して溶かしておきます。 

③　ボールに①を入れ、②を加えて全
体がしっとりするまで手で混ぜます。 

④　クッキングペーパーを敷いた天パ
ンに③を広げ、ラップをかけて手で

平らに押さえ、冷蔵庫で10分間冷
やして固めます。 

⑤　残りの材料をミキサーにかけます。 
⑥　ラップを取った④に⑤を流し込み、
天パンの空気を抜き、160℃に予熱
したオーブンで、35分間焼きます。
粗熱を取り、冷蔵庫で冷やしてステ
ィック状に切って出来上がりです。 

グラハムクラッカー 
(なければ甘みの少ないビスケット) 
バター 
クリームチーズ 

･･･････150グラム 
 

････････････････････50グラム 
･･･････････350グラム 

砂糖 
卵 
レモン汁 
薄力粉 

････････････････････100グラム 
････････････････････････････3個 

････････････大さじ1と1/2 
･･･････････････････40グラム 

309キロカロリー／10等分の1切れ 

スティックチーズケーキ 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（天パン1枚分） 
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                荒
見
苑
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寄
せ
植
え
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
5
月
11 
日
e
　
②
5
月
15 
日
b
　
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
2
時
30
分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
9
日
c
ま
で
に

同
苑
へ
。
電
話
可
 

  町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
地
球
温
暖
化
問

題
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
セ

ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

当
日
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

環
境
家
計
簿
を
配
布
し
ま
す
。
 

日
時
／
5
月
18 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

内
容
／
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
対
策（
事
例
紹
介
・

省
エ
ネ
相
談
な
ど
）
 

定
員
／
１
0
0
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
12 
日
f
ま
で
に

環
境
保
全
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
地
域
文
化
の
再
発
見
と
ふ
る
さ
と
久

御
山
へ
の
理
解
を
目
的
に
ふ
る
さ
と
教
室
を
開
き

ま
す
。
 

日
程
／
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
年
間
4
回
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18 
歳
以
上
で
4
回
と

も
参
加
で
き
る
人
 

内
容
／
①
文
化
・
歴
史
の
講
義
　
②
町
内
文
化
財

見
学
　
③
町
内
外
文
化
財
見
学
　
④
町
外
文

化
財
見
学
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
参
拝
料
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
12 
日
f
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
。
 

 
    町

で
は
、
「
平
成
17 
年
度
版
久
御
山
町
ミ
ニ
統

計
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
 

こ
の
統
計
書
は
、
町
の
人
口
・
産
業
・
交
通
・

行
財
政
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
る
基
本
的
な
統
計

資
料
を
集
録
し
、
広
報
行
政
課
窓
口
で
無
償
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

  

  町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
19 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
 

 

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  4
月
か
ら
曜
日
・
時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。
場

所
は
同
じ
く
「
夢
く
む
ル
ー
ム
」
で
す
。
お
気
軽

に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
 

∧
親
子
サ
ロ
ン
∨
 

毎
週
月
曜
日
…
午
前
10 
時
〜
正
午
 

毎
週
火
・
木
曜
日
…
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
30
分
 

∧
み
る
く
�
サ
ロ
ン
∨
 

毎
月
第
１
月
曜
日
…
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

毎
月
第
3
金
曜
日
…
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

※
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く
。
妊
婦
の
人
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消
毒
の
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
者
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具

の
衛
生
的
な
管
理
が
困
難
な
人
 

寝
具
回
収
日
／
5
月
30
日
c
（
業
者
が
直
接
回
収
）
 

寝
具
納
品
日
／
6
月
6
日
c
（
ご
自
宅
に
配
達
）
 

費
用
／
敷
布
団
１
9
0
円
、
掛
布
団
１
9
0
円
、

毛
布
70
円
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
15 
日
b
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
海
外
渡

航
経
験
の
あ
る
人
は
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1

0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
11 
日
e
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時

15 
分
　
②
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
①
ゆ
う
ホ
ー
ル
　
②
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。
（
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
）
 

内
容
／
①
承
認
さ
れ
た
保
険
料
は
、
支
払
期
限
が

延
長
さ
れ
、
承
認
後
10 
年
以
内
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
一
定
額
の
加
算
額
が
必

要
）
　
②
猶
予
さ
れ
る
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
算
入
。
た
だ
し
、
未
払
い
の
場
合
は
、

年
金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

※
申
請
の
際
、
印
鑑
・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

 

 

 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

ミ
ニ
統
計
書
を
無
償
配
布
 

 ふ
る
さ
と
教
室
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

つ
ど
い
の
広
場
 

国
民
年
金
 

学
生
納
付
特
例
制
度
 

今
月
の
献
血
 

春
の
草
花
教
室
 

地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
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町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
半

日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
 

期
間
／
平
成
19 
年
3
月
末
ま
で
 

対
象
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
　
 

①
国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

し
て
い
る
人
 

②
満
30
歳
以
上
の
人
 

③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人
 

④
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人
 

定
員
／
人
間
ド
ッ
ク
60
人
、
脳
ド
ッ
ク
20
人
、
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
併
用
80
人（
先
着
順
） 

受
診
方
法
／
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

国
保
医
療
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
、
健
診
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
利

用
券
が
届
い
た
ら
希
望
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
、
健
診
日
に
利
用
券
を
医
療
機
関
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
己
負
担
額
・
指
定
医
療
機
関
／
左
表
の
と
お
り
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

 
              

   犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑

に
な
り
ま
す
。
犬
は
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
、

散
歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋
を
持
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、

散
歩
時
に
ふ
ん
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
　
午

後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分
　
府
山
城
北
保
健

所
…
毎
週
月
曜
日
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

      
旧
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
る
既
存
宅
地
の
確

認
を
受
け
た
土
地
は
、
経
過
措
置
期
間
が
設
け
ら

れ
、
自
己
の
居
住
ま
た
は
自
己
の
業
務
の
用
に
供

す
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
用
途
の
変
更

を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

次
の
期
間
内
に
建
築
行
為
に
関
す
る
工
事
に
着

手
し
て
い
な
い
と
、
新
築
、
改
築
ま
た
は
用
途
の

変
更
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

①
平
成
13 
年
5
月
18 
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確
認
を

受
け
た
土
地
は
、
平
成
18 
年
5
月
17 
日
ま
で
 

②
平
成
13 
年
5
月
18 
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確
認
の

申
請
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
確
認
を
受
け
た
土

地
は
、
確
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
／
府
土
木
建
築
部
建
築
指
導
課
1
0
 

　
　
7
5
（
4
１
4
）
5
3
4
7
ま
た
は
府
山
城
 

　
北
土
木
事
務
所
建
築
住
宅
室
1
0
7
7
4（
6
 

　
2
）
0
6
2
4
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
16 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
リ
ズ
ム
遊
び
　
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
18 
年
度
保
育
士
試
験
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
左

記
の
要
領
で
実
施
要
項
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

請
求
先
／
〒
171
‐
0033
東
京
都
豊
島
区
高
田
3
の
19 

の
10 
　
明
治
安
田
生
命
高
田
馬
場
第
二
ビ
ル

6
階
　
保
育
士
試
験
セ
ン
タ
ー
 

※
京
都
府
保
育
士
試
験
実
施
要
項
請
求
と
朱
書
き

し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
付
期
間
／
5
月
12 
日
f
ま
で
 

請
求
方
法
／
１
4
0
円
切
手
を
貼
っ
て
、
あ
て
名

に
請
求
者
の
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
2
号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
保
育
士
試
験
セ
ン
タ
ー
7
0
１
2
 

　
　
0
4
１
9
4
8
2
へ
。
 

   
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
2
か
月
に
一
度
（
奇

数
月
）
で
す
。
検
針
時
に
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
や
周
辺
に
物
等
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た
、
犬
は
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

検
針
時
に
漏
水
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
検
針
が
お
こ
な
え
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

宅
地
内
の
漏
水
修
理
は
、
町
指
定
給
水
工
事
事

業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
漏
水
修

理
に
か
か
る
費
用
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

   
橋
り
ょ
う
の
老
朽
化
・
環
境
対
策
、
舗
装
の
大

規
模
補
修
の
た
め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

工
事
期
間
中
、
京
都
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

入
口
が
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
や
国

道
１
号
等
へ
の
迂
回
に
よ
り
、
町
内
で
も
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

規
制
区
間
／
名
神
高
速
道
路
　
吹
田
Ｉ
Ｃ
〜
春
日

井
Ｉ
Ｃ
（
延
長
１
7
6
．
4
㌔
）
 

　
　
京
都
南
Ｉ
Ｃ
入
口
閉
鎖
 

規
制
期
間
／
5
月
29
日
b
　
午
前
5
時
〜
 

　
　
6
月
10 
日
g
　
午
前
6
時
 

規
制
方
法
／
昼
夜
連
続
車
線
規
制
 

問
い
合
わ
せ
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
関
西
地
区
7
0
１
2
0
（
8
7
）

１
6
2
0
（
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
、工
事
期
間
中
は
24
時
間
対
応
） 

　
 

自己負担額・指定医療機関 

区　分 
人間ドックと 
脳ドック 

脳ドック 人間ドック 

自　己 
 

負担額 

男性 
 
女性 

19，840円 
 

20，790円 

11，970円 
 

12，910円 

医療機関 

京都きづ川病院、第二岡 
本病院、宇治徳洲会病院、 
ほうゆう病院（婦人科検 
診除く）、京都第一赤十字 
病院（脳ドックのみの受 
診は不可） 
◎人間ドックのみも可 

宇治病院、六地蔵総合病 
院（婦人科検診除く）、都 
倉病院、宇治川病院、久 
御山南病院（婦人科検診 
除く）、宇治武田病院（婦 
人科検診除く） 
 

9，450円 

※京都第一赤十字病院での人間ドック・脳ドック同時受診で、 
　男性19,210円、女性20,160円となります。 

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
 

経
過
措
置
期
間
が
終
了
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

半
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
 

 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
 

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
 

名
神
高
速
道
路
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
 

検
針
に
ご
協
力
を
 

府
保
育
士
試
験
の
実
施
要
項
配
布
 

 

は
 

う
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町
体
育
協
会
で
は
、
町
総
体
の
各
種
大
会
を
開

き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 日
時
／
5
月
21
日
a
　
午
前
9
時
〜
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上

の
人
お
よ
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録
者
 

種
目
／
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
・
男
女
級
別
個
人
戦
（
Ａ

〜
Ｅ
級
）
 

試
合
方
法
／
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
 

費
用
／
１
ペ
ア
　
3
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
5
月
10 
日
d
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
事
務
局
（
山
崎
さ
ん
宅
）
1
0
7
 

　
　
7
4
（
4
5
）
0
7
6
3
へ
。
電
話
可
 

 日
時
／
6
月
11 
日
a
　
午
前
9
時
〜
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18 
歳
以
上
の
男
女
各
 

　
　
チ
ー
ム
（
高
校
生
不
可
）
 

募
集
数
／
6
チ
ー
ム
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
　
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
／
5
月
28
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可
 

 日
時
／
6
月
4
日
a
　
午
前
9
時
〜
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上

の
人
お
よ
び
所
属
ク
ラ
ブ
員
 

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
 

費
用
／
１
ペ
ア
　
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
／
5
月
21
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可
 

 日
時
／
5
月
14 
日
a
　
午
後
１
時
〜
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
（
高

校
生
不
可
）
 

種
目
／
団
体
の
部
（
１
チ
ー
ム
4
人
）
と
個
人
の

部
　
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
5
月
8
日
b
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可
 

  
今
年
、
創
設
25
周
年
を
迎
え
る
体
育
振
興
会
で

は
、
記
念
の
大
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
5
月
28
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
 

　
　
雨
天
の
場
合
は
6
月
4
日
a
に
順
延
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

内
容
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
参
加
ご
希
望
の
人
は
、
5
月
15 
日
b
ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
。
 

  
第
18 
回
町
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
大
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
5
月
14 
日
a
　
午
前
10 
時
集
合
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以
上

の
人
 

チ
ー
ム
編
成
／
4
人
以
上
6
人
以
下
で
編
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
 

そ
の
他
／
当
日
は
出
場
者
に
よ
る
相
互
審
判
で
試

合
を
進
め
ま
す
の
で
、
各
チ
ー
ム
で
主
審
１

人
・
線
審
2
人
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
9
日
c
ま
で
に

体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た

は
社
会
教
育
課
へ
。
 

  
町
卓
球
協
会
で
は
、
卓
球
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
5
月
27
日
か
ら
7
月
１
日
ま
で
の
（
6
月

10 
日
を
除
く
）
毎
週
土
曜
日
（
計
5
回
）

午
後
7
時
〜
9
時
30
分
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
人
お

よ
び
協
会
登
録
者
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
（
初
回
徴
収
）
 

申
し
込
み
／
5
月
22
日
b
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町
卓
球
協
会

事
務
局
（
松
本
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
 

　
　
3
）
6
5
6
3
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

5
月
9
日
c
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
　
②
午
後
１
時
〜
3
時
　
ゆ
う

ホ
ー
ル
2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
 

※
②
は
人
権
擁
護
相
談
の
み
で
す
。
行
政
相
談
は

役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

5
月
9
日
c
・
23
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

5
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

5
月
11 
日
e
・
25
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

    
  【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

 

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

 体
育
振
興
会
25
周
年
記
念
大
会
 

卓
球
教
室
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

▼
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
 

〈4月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 0 4人　 
8 , 5 8 0人　 
8 , 6 2 4人　 
6 , 5 9 5世帯 

〈3月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
1 3人　 
1 2 1人　 
1 5 5人　 

（
前
月
比
／
減
３１
人
）
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
5
月
10 
日
d
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
5
月
13 
日
g
・
14 
日
a
・
20
日
g
・
21
日

a
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
5
月
16 
日
c
・
17 
日
d
・
23
日
c
・
24
日

d
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
5
月
24
日
d
・
25
日
e
・
26
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
5
月
11 
日
e
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
18 
日

e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
27
日
g
　
午
前
9

時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
10 
日
d
・
24
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
5
月
10 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
25
人
 

  日
時
／
5
月
6
日
g
・
20
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
　
13 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
5
月
6
日
g
　
正
午
〜
午
後
１
時
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
日
中
の
太
陽
を
観
察
し
ま

す
。
 

  日
時
／
5
月
12 
日
f
・
19 
日
f
・
26
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
5
月
6
日
g
・
20
日
g
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
5
月
7
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
新
緑
の
天
ヶ
瀬
で
夏
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
5
月
13 
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
21
日
a
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
10 
日
d
・
11 
日
e
（
2
回
コ
ー
ス
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
　
②
午

後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

太
陽
観
察
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

申込は5月2日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

 

10774（45）0002
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対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
で
、

必
ず
2
回
と
も
出
席
で
き
る
人
 

内
容
／
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
（
花
台
）
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
27
日
g
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
１
〜
3

年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
モ
ー
タ
ー
と
磁
石
で
回
る
コ
マ
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
3
0
0
円
 

          日
時
／
①
5
月
7
日
a
・
20
日
g
　
午
前
10 
時
か

ら
11 
時
　
②
5
月
15 
日
b
・
26
日
f
　
午
後

7
時
か
ら
8
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
5
月
13 
日
g
・
②
27
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

               日
時
／
6
月
5
日
か
ら
7
月
10 
日
ま
で
の
毎
週
月

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
 

内
容
／
ダ
ン
ベ
ル
・
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
パ
ン
チ
や

キ
ッ
ク
を
入
れ
た
運
動
）
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

等
の
運
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

受
講
料
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
9
日
か
ら
7
月
21
日
（
7
月
7
日
は

除
く
）
ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
6
回
コ
ー
ス
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

内
容
／
ゆ
っ
く
り
身
体
を
動
か
し
ポ
ー
ズ
を
取
り
、

心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
ま
す
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

受
講
料
／
2
，
0
0
0
円
 

         日
時
／
5
月
15 
日
b
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ン
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
パ

ン
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
 

講
師
／
嶋
田
比
佐
子
さ
ん
ほ
か
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
20
日
g
・
27
日
g
（
2
回
コ
ー
ス
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
そ
ば
に
挑
戦
し
、
だ
し
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
西
山
隶
佑
さ
ん
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

               日
時
／
6
月
１
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
容
器
に
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ラ
ベ
ン
ダ

ー
カ
ラ
ー
の
寄
せ
植
え
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
小
笠
原
薫
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
2
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
蜂
の
巣
ケ
ー
キ
（
ド
イ
ツ
の
お
菓
子
）
、

そ
ば
ぼ
う
ろ
黒
砂
糖
風
味
、
ダ
ー
ル
ス
ー
プ

を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ（
パ
ン
作
り
）教
室
 

そ
ば
打
ち
教
室
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ヨ
ガ
教
室
 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆
 

　
　
　
　
　
　
ガ
ー
デ
ン
教
室
 

申込は5月1日B

午前9時から 

【休館日】 
6日・10日・17日 
24日・31日 

10774（44）3700

申込は5月1日B

午前9時から 

【休館日】 
6日・10日・17日 
24日・31日 

1075（631）1000
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予　防　接　種 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  16日C 午後1時40分～1時55分 

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

22日B

保健師による健康相談 健 康 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 成 人 歯 科 検 診  

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

18日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

16日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 午後1時20分～2時 

乳 幼 児 相 談  11日E 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 午前9時30分～11時 

パパ＆ママ教室（第4回） 13日G 妊 婦 と 夫  午後1時～1時15分 

19日F1 歳 8 か 月 児 健 診  平成16年8月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～2時 

15日B10 か 月 児 健 診  平成17年7月生まれ 
医師による健康診査 
離乳・保育・栄養などの指導 午後1時20分～1時50分 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 12日Fすくすくひろば（親子教室） 生後10か月～おおむ

ね1歳6か月の乳幼児 午前9時45分～10時 

3 歳 児 健 診  平成14年10月生まれ 26日F
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～2時 

離 乳 食 教 室  25日E
離乳食の指導、作り方の実習と
試食 午後1時～1時15分 

平成15年10月生まれ 2歳6か月児歯科健診 22日B
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～1時40分 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

※ 

満3か月～10か月児の 
保 護 者  

沐浴実習等 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

10か月児健診（4月17日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

3日 
（第１水曜日） 
17日 

（第３水曜日） 

10日 
（第２水曜日） 
24日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別
　し中身の見える袋に入れて
　出してください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.12
食器洗い乾燥機 

11日 
6月1日 

 

12日 
6月2日 
17日 
6月7日 

 
 

　光熱費と水道代を大幅に節約 
　省エネできて、家事もラクラク 
スイッチひとつで食器や調理道具を洗浄・乾燥でき

る便利さ、高い洗浄能力、除菌効果が魅力の食器洗い
乾燥機。お湯を循環させる「ため洗い・ためすすぎ」
方式だから、手洗いでお湯を出しっぱなしにするのに
比べ、光熱費と水道代が大幅に節約できます。汚れが
軽いときは洗剤不要コース、余熱乾燥など、省エネコ
ースを選べばさらに節約できます。 
 

◆選ぶときのポイント◆ 
節水　各社さまざまな洗浄方式で、使用水量を削減で

きますが、洗剤不要の洗浄機能やすすぎ能力の強

化なども間接的に節水につながります。 
給湯接続　水道水を電気で温めて使う「給水接続」より、

給湯配管につないでお湯を使う「給湯接続」の方
がＣＯ2削減効果が大きくなります。 

オートオフ機能　運転終了後は自動的に電源が切れる
機能で省エネ効果がアップします。 
 
◆食器洗い乾燥機の使い方◆ 
食器はまとめて効率よく洗う　朝に使った食器が少な

いときは、水につけ置きしておいて、夜の分と一
緒に洗った方が、節電・節水になります。 

下準備で、もっと省エネ　こびりついた汚れを取り除
いてから入れるなどの下準備をすれば、短時間コ
ースでもキレイに洗えてお得です。 

5月のごみ・し尿収集日 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
が
投
宿
し
た

飯
田
宿
（
現
長
野
県
飯
田
市
）
は
、
飯

田
藩
二
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

京
都
に
習
い
碁
盤
目
状
に
区
画
さ
れ
た

町
並
み
は
、
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
風
雅

な
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
四

月
の
大
火
で
町
の
大
半
を
失
っ
た
が
、

今
は
新
し
い
都
市
に
再
生
さ
れ
、
伊
那

谷
の
中
心
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
 

こ
の
飯
田
に
元
善
光
寺
と
い
う
天
台

宗
の
古
刹
が
あ
る
。
正
し
く
は
不
捨
山

如
来
寺
で
あ
る
が
、
長
野
善
光
寺
開
山

の
若
麻
績
東
人
（
本
田
善
光
）
の
生
誕

地
で
、
推
古
天
皇
十
年
（
六
○
三
）
、

東
人
が
難
波
の
堀
江
（
現
大
阪
府
）
で

得
た
金
銅
造
阿
弥
陀
三
尊
像
を
、
最
初

に
安
置
し
た
寺
と
し
て
こ
の
呼
び
名
が

あ
る
。
本
尊
は
、
皇
極
天
皇
元
年
（
六

四
二
）
、
勅
願
に
よ
り
長
野
に
移
さ
れ

た
が
、
こ
こ
が
最
初
の
寺
で
善
光
寺
の

総
本
家
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
て
、
一
行
は
三
月
二
十
五
日
、
天

龍
川
に
沿
っ
た
伊
那
街
道
（
三
州
街
道
）

を
三
里
半
（
一
四
キ
ロ
）
歩
き
、
大
島

（
現
長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
）
で
昼

食
を
と
る
。
こ
の
大
島
か
ら
伊
那
盆
地

の
平
坦
地
が
開
け
る
伊
那
街
道
の
宮
田

（
現
上
伊
那
郡
宮
田
村
）
ま
で
約
五
里

（
約
二
○
キ
ロ
）
を
歩
行
す
る
。
宮
田

宿
で
は
「
ま
さ
き
や
藤
左
衛
門
」
の
旅

籠
に
泊
ま
り
、
木
賃
四
○
文
を
含
め
て

一
人
一
○
三
文
を
支
払
っ
て
い
る
。
宮

田
宿
の
西
方
は
、
木
曽
山
脈
の
山
岳
地

帯
で
、
西
端
の
標
高
二
九
五
六
メ
ー
ト

ル
の
駒
ヶ
岳
を
最
高
峰
と
し
て
空
木
岳
、

宝
剣
岳
、
三
沢
岳
等
、
二
八
○
○
メ
ー

ト
ル
級
の
高
峰
が
続
き
、
麓
に
は
標
高

一
六
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
原

が
広
が
っ
て
い
る
。
高
原
か
ら
の

眺
望
は
、
東
方
眼
下
に
伊
那
谷
の

絶
景
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
連
山
が
視

野
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
雄
大
な

山
岳
の
情
景
は
見
飽
き
る
こ
と
が

な
い
。
 

翌
二
十
六
日
は
雨
天
の
中
を
出

立
し
、
松
島
（
現
伊
那
郡
箕
輪
町
）

ま
で
四
里
の
道
を
一
五
○
文
で
馬

に
乗
り
、
こ
こ
で
昼
食
を
と
っ
て

い
る
。
松
島
は
西
部
に
木
曽
山
脈
、

東
部
は
赤
石
山
脈
に
属
す
る
山
岳

地
帯
で
、
中
央
部
に
伊
那
盆
地
北

部
の
平
坦
地
が
開
け
、
そ
の
中
央
部
を

北
か
ら
南
へ
と
天
龍
川
が
貫
流
し
て
い

る
。
 

昼
食
後
は
、
天
候
も
回
復
し
て
一
行

は
宮
木
宿
（
現
上
伊
那
郡
辰
野
町
）
に

着
く
。
こ
の
宿
場
か
ら
街
道
は
中
山
道

の
下
諏
訪
宿
に
向
か
う
道
と
、
左
手
に

塩
尻
宿
（
現
塩
尻
市
）
へ
の
伊
那
街
道

に
分
岐
す
る
。
一
行
は
、
伊
那
街
道
を

北
上
し
、
約
二
里
歩
行
し
て
小
野
宿
（
現

辰
野
町
）
の
「
い
せ
や
権
兵
衛
」
の
旅

籠
に
旅
装
を
解
い
た
。
 

こ
の
宿
場
に
は
大
同
年
間
（
八
○
六

〜
一
○
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
、
東
国

平
定
を
祈
願
し
た
と
伝
え
る
小
野
神
社

が
あ
る
。
歴
代
城
主
の
帰
依
が
厚
く
、

祈
願
所
と
し
て
社
運
は
栄
え
て
い
た
。
 

社
殿
は
本
殿
、
勅
使
殿
、
行
事
殿
、

神
楽
殿
、
額
殿
、
宝
蔵
な
ど
を
備
え
、

社
宝
と
し
て
左
甚
五
郎
作
と
い
う
唐
猫
、

武
田
勝
頼
寄
進
の
鉾
な
ど
が
あ
る
。
 

小
野
宿
で
の
宿
賃
は
、
木
賃
四
○
文

を
含
め
て
一
人
前
が
八
一
文
四
厘
で
、

前
夜
の
宮
田
宿
の
一
○
三
文
に
比
べ
て

安
価
で
あ
っ
た
。
一
行
は
、
こ
の
宿
で

も
背
負
っ
て
き
た
米
一
つ
を
八
五
○
文

で
売
り
、
宿
賃
や
小
遣
い
等
の
足
し
に

し
て
い
る
。
翌
二
十
七
日
、
好
天
の
中

を
出
立
し
、
中
山
道
塩
尻
宿
に
向
か
っ

た
。
 

塩
尻
の
地
名
の
起
源
は
昔
、
日
本
海

側
と
太
平
洋
側
か
ら
の
塩
が
、
こ
の
地

を
終
点
と
し
て
運
ば
れ
て
き
た
と
こ
ろ

か
ら
、
「
塩
の
終
わ
り
、
塩
尻
」
と
呼

ば
れ
た
と
い
う
。
山
田
里
さ
ん
た
ち
一

行
は
、
こ
の
中
山
道
塩
尻
の
交
差
を
経

て
北
上
し
、
梓
川
と
奈
良
井
川
支
流
鎖

川
の
間
に
位
置
す
る
殿
村
（
現
松
本
市
）

で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。
 

昼
食
後
、
一
行
は
松
本
の
城
下
町
に

入
る
。
烏
城
と
呼
ば
れ
る
五
層
六
階
の

天
守
閣
、
三
層
四
階
の
小
天
守
閣
、
渡

櫓
、
辰
巳
櫓
、
月
見
櫓
な
ど
の
諸
楼
閣

（
国
宝
）
は
、
現
存
す
る
天
守
閣
建
築

で
は
わ
が
国
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
享

保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
戸
田
光
慈
が

志
摩
国
（
現
三
重
県
）
鳥
羽
か
ら
移
り
、

明
治
維
新
ま
で
戸
田
氏
が
居
城
し
た
。
 

里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、
こ
の
白
漆
喰

の
大
壁
に
黒
の
下
見
板
張
と
い
う
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
鮮
や
か
な
天
守
閣
を
左
に
仰

ぎ
な
が
ら
、
城
下
町
を
通
り
過
ぎ
、
岡

田
宿
（
現
松
本
市
）
の
「
山
田
や
嘉
右

衛
門
」
の
旅
籠
に
着
い
た
。
 

  

第47回 女たちの善光寺参り（5） 鳩字の山門額 

伊
那
街
道
を
歩
く
 

　▲松本城 

い
　
な
 

ご
 

ほ
う
け
ん
 

は
た
 

う
つ

き
 

さ
か
の
う
え
た

む
ら

ま
　
ろ
 

き
　
え
 

あ
ず
さ
 

う
じ
ょ
う
 

や
ぐ
ら
 

み
つ
ち
か
 

し
　
ま
 

か
ぐ
ら
 

ほ
う
ぞ
う
 

ち
ょ
く
し
 

ひ
だ
り
じ
ん

ご
ろ
う
 

か
つ
よ
り
 

ほ
こ
 

し
ろ
し
っ
く
い
 

み
の
わ
 

だ
に
 

も
と
ぜ
ん
こ
う

じ
 

こ
さ
つ
 

ふ
し
ゃ
ざ
ん
 

に
ょ
ら
い

じ
 

わ
か
お
み
あ
ず
ま
び
と
 

な
に

わ
 

ち
ょ
く
が
ん
 

さ
ん
し
ゅ
う
 

よ
し
み
つ
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